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（
市
の
花
）

　
ま
め
科
の
落
葉
低
木

で
、
つ
る
性
の
幹
に
蒔

む
ら
さ
き
や
自
色
の
ふ

さ
状
の
花
を
咲
か
す
「

ふ
じ
」
は
、
そ
の
姿
が
、

優
碓
で
気
品
が
あ
り
、

岡
崎
市
の
シ
ン
ボ
ル
フ

ラ
ワ
ー
と
し
て
、
市
民

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま

市観光協会

－-

●,.へ≫●゜･.八,●゜●.〃．｀●･／･,･

日
に
柴
田
稔
氏
が
委
員
に
補

欠
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
三
月
二
十
九
日
に

選
挙
竹
理
委
員
会
は
、
樋
口

ぺ

鉄
巌
氏
を
委
貫
長
に
決
実

｀

な
ら
び
に
、
委
員
長
職
務
代

｝
　
理
者
に
松
井
茂
雄
氏
を
指
定

″
　

い
た
し
ま
し
た
。
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生
産
面
の
近
代
化
に
比
べ
て

商
業
流
通
面
の
近
代
化
の
立
遅

れ
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
が
各

方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
現

在
、
わ
が
囮
の
商
菜
お
よ
び
商

品
流
通
の
現
状
を
で
き
る
だ
け

正
確
に
は
握
し
、
道
路
輸
送
計

画
、
都
市
計
画
な
ど
と
つ
り
合

い
を
と
り
な
が
ら
、
商
業
の
近

代
化
を
図
る
こ
と
が
当
而
の
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
商
業
統
計
調
査
の
結
果
は
、

国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
に

お
い
て
使
川
さ
れ
る
だ
け
で
な

ｌ

樋
口
銭
巌
（
桑
原
町
字
大
沢

　
　
　
　
　
　
　
二
十
六
）

松
井
茂
雄
（
六
供
町
字
甲
西

　
　
　
　
　
　
　
七
ノ
ニ
）

杉
本
津
多
へ
（
栄
町
三
丁
口

　
　
　
　
　
　
　
瓦
十
七
）

柴
ｍ
稔
（
粍
山
町
字
奥
ノ
畑

　
　
　
　
　
　
　
三
十
七
）

委
員
の
任
期
は
、
昭
和
四
十

ｔす八

Ｓ　　０　。･･竺

4　　/N

1　旦

1　　-I:
しと

匹

Ｓ　で

１　　で

!

....,.．..，

く
、
商
店
に
お
い
て
将
来
の
経

営
方
針
を
た
て
る
上
で
も
役
立

つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
調
査

員
が
、
商
店
の
各
店
舗
ご
と
に

伺
っ
て
胴
爽
票
の
記
入
を
お
願

い
し
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

調
査
票
二
部
を
と
り
集
め
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
を
統
計
以
外

の
目
的
に
使
川
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
正
確
に

ご
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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３月中交通事故発生状況
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47年

３月中
-

と
つ
さ
の
時
に

　
避
け
ら
れ
ま
す
か

　
　
　
　
そ
の
運
転
で

（
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

試
験
日
　
六
月
四
日
（
日
）

試
験
の
種
類

▽
叩
種
危
険
物
取
扱
者

▽
乙
極
危
険
物
取
扱
者
（
全
知
）

▽
丙
種
危
険
物
取
扱
者

受
験
に
必
要
な
も
の

▽
受
験
願
書
（
甲
種
・
乙
種
は
受

　
験
資
格
証
明
書
類
を
添
付
）

▽
写
真
（
三
枚
）

▽
受
験
手
数
料

　
　
　
甲
種
　
一
、
．
仔
Ｏ
Ｏ
円

　
　
　
乙
極
　
一
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
内
腫
　
　
　
・
へ
○
○
円

願
書
提
出
先

▽
叩
極
お
よ
び
乙
種
第
四
類
以

　
外
の
類

　
　
名
占
屋
市
中
区
三
の
粍
Ξ

　
　
丁
目
一
番
二
号
　
愛
知
県

§

火災・救急出動状況

一
礼万万ﾑﾚ

一
件数
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消
防
操
法
の
演
練
成
果
を

見
る
と
と
も
に
、
消
防
技
術

の
向
上
を
図
り
、
災
害
に
対

処
で
き
る
適
確
機
敏
な
防
ぎ

よ
行
動
の
確
立
を
期
す
る
た

め
、
消
防
団
消
防
操
法
競
練

会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
四
月
二
十
三
日
（
日
）

▽
自
動
車
　
午
前
八
時
よ
り

▽
可
搬
　
　
午
後
一
時
三
十

　
　
総
務
部
消
防
防
災
課

▽
乙
種
第
四
類
お
よ
び
内
腿

゛..'^'',･へヽ･‘･／．ヽ'卜'‘･.八．^

岡
崎
市
明
大
寺
本
町
一
の
″

　
　
四
　
西
三
河
事
肖
所
総
務

　
　
課
行
政
係

願
書
受
付
期
間

　
四
月
二
十
斤
日
か
ら
四
月
二

　
十
七
日
ま
で

講
習
会

　
瓦
月
二
十
四
日
（
水
）
県
主
催

　
瓦
月
二
十
九
日
（
月
）
市
主
催

　
岡
崎
市
叩
山
会
館

そ
の
他

　
願
書
は
消
防
本
部
予
防
課
お

よ
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
騨
し
い
こ
と
は
消
防
本

●.●'Nrf'･..へ.･･･／｀.,･‘^^'●.へ,･'･／･･,｀^^'‘●●゛ゝ●｀･♂●●･/･へ･

部
（
電
話
二
Ｉ
Ｉ
政
一
五
一
番
）
’
｝

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
心

　
　
　
　
　
分
よ
り

と
こ
ろ
　
明
大
か
町
　
旧
愛

知
教
育
大
学
総
合
グ
ラ
ン
ド

　
（
三
島
小
学
校
の
東
）

▽
雨
天
、
ま
た
は
、
会
場
不

良
に
よ
り
延
期
の
場
合
は
、

託
月
三
日
（
水
・
祭
日
）
同

時
閻
同
場
所
で
行
な
い
ま

す
。
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｀
タ
亀
・
゛

り

゛
９

至裸母

□ニコ施行区域
至馬頭

岡
崎
美
合
土
地
区
画
整
理
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
す

　
美
合
町
の
名
鉄
美
合
駅
と
国

道
一
号
線
に
は
さ
ま
れ
た
田
園

地
帯
約
十
一
・
〇
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
区
画
整
理
し
よ
う
と
す
る

岡
崎
美
合
土
地
区
画
整
理
組
合

　
（
設
立
認
可
巾
請
者
栗
田
信
雄

ほ
か
十
一
名
）
が
、
四
月
五
目

づ
け
で
愛
知
県
知
事
か
ら
設
立

を
認
可
さ
れ
、
四
月
二
十
三
日

　
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
東
部
員

協
本
所
二
階
会
議
室
で
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
本
組
合
の
設
立
に
伴

い
、
今
後
こ
の
施
行
区
域
内

で
、
建
築
物
等
の
新
築
、
改

築
、
増
築
等
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
土
地
区
画
整
理
法
第

七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
知
事

の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お

馴
い
し
ま
す
。
巾
請
書
用
紙

は
、
市
役
所
区
画
整
理
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

施
行
区
域
は
、

　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
、
市
役
所
区
画
整
理

課
指
導
係
（
電
話
二
三
－
六
二

八
九
番
）
ま
た
は
、
岡
崎
市

土
地
区
画
整
理
協
会
（
電
話
二

三
－
六
二
九
一
番
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

以　芝

川　合

町　nil･

町

名

工

告

およ
び言

男

き

部

字

名
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水道料金がかわリ

－5月分からー

(1)準備料金

　で

』幽ふ
ごr7･嘸iｓじなyｻｙ゛り3
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　昭和８年５月完成

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
日
頃
水
道
事
業
に
っ
い
て
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
水
道
料
金
の
改
定
が
三
月
市
議
会
で
呵
決
さ
れ
、
五
月
分
か
ら

新
ら
し
い
料
金
と
な
り
ま
す
。

　
最
近
に
お
け
る
市
民
生
活
の
向
上
と
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
い

水
の
需
要
は
年
々
増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
さ
ら
に

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
水

の
需
要
に
対
し
て
は
常
に
水
源
の
開
発
や
施
設
の
拡
張
整
備
な
ど

を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
毎
年
多
額
の
資
金
（
現
在
実
施
中
の
第
二
期
拡
張
事

業
に
は
、
約
三
十
億
四
千
万
円
、
第
三
期
拡
張
事
業
に
は
、
約
二

十
八
億
四
千
万
円
）
を
要
し
ま
す
が
、
そ
の
大
部
分
は
国
そ
の
他

か
ら
の
借
入
金
（
企
業
債
）
で
、
こ
れ
を
長
期
に
わ
た
っ
て
返
済

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
水
道
局
は
、
経
賞
を
節
減
す
る
た
め
、
集
金
業
務
を
民
間
に
委

託
し
た
り
（
現
在
約
八
〇
％
）
毎
月
検
針
を
隔
月
検
針
に
切
防
え

た
り
、
ま
た
本
年
四
月
か
ら
を
毎
月
集
金
か
ら
ニ
カ
‥
バ
槃
金
に
今

更
し
た
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
蒔
え
作
業
を
業
者
に
委
託
す
る

な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

企
業
債
の
元
利
償
還
金
や
固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
の
増
加
、
県

営
水
道
よ
り
の
受
水
、
加
え
て
諸
物
価
上
昇
等
に
よ
る
物
件
費
、

人
件
費
な
ど
の
増
高
に
よ
り
給
水
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
料
金
は
原

価
を
割
り
、
こ
の
ま
ま
で
ゆ
く
と
昭
和
五
十
年
度
に
は
約
十
八
億

円
余
り
の
累
積
赤
字
が
生
ず
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
や
ひ
な
く
料
金
を
改
定
し
て
（
た
だ
し
、
四
十
七
年

度
、
四
十
八
年
度
の
ニ
カ
年
度
の
試
算
に
よ
る
。
）
水
道
事
業
の

健
全
な
る
運
営
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
定
に
よ
る
平
均
値
上
げ
率
は
、
三
万
］
・
五
三
％
と
な

り
ま
す
が
、
小
口
の
一
般
家
庭
に
対
す
る
負
担
軽
減
の
た
め
口
径

二
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
歩
以
下
の
メ
ー
タ
ー
使
用
者
の
準
備
料
金
を
据

え
置
く
こ
と
に
し
た
ほ
か
、
十
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
水
使
用
者

の
か
た
に
つ
き
ま
し
て
は
改
定
率
を
二
友
％
以
下
に
お
さ
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
公
衆
性
の
高
い
浴
場
営
業
の
水
逆
料
金
に
つ
い
て
も
債
上

け
率
を
一
六
・
一
二
％
に
抑
制
し
て
お
り
ま
す
。

新
水
道
料
金
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

メー.ター種刈 卜　　　金

20ミリメートzﾚ
　　　　までのもの １せんにつき月額lOG円

25 ミリメードレ
　　　　　　のもの ク　　　250円

40　　　々 ク　　　800円

50　　　ク ク　　1,300円

75　　　ク ク　　2.600円

100　　〃 ク　　4.000円

150　　タ ヶ　　8.000円

200ミリメ- トノレ
　　　をこえるもの 々　16,000円

共　用　せ　ん １戸につき月額60円

量料金2)従

用　　途

ｎ　　　　金

10立方メート
･ﾚまでの１立

方メーY 'レに
つき

10立方メー1ヽ
ルをこえる１

立方メート･ﾚ

につき

家　事　用 2 5円 3 6円

町公署学校用 　2 5円
一一

　2 5円

3 9円

業　務　用 4 3円

特　昧　用 2 5円 2 5円

臨　時　川 10 0 円 1 0 0円

水道料金は(i)準備料金と(2)賠は料金の合計額で

す。

　(料金計算の例)

家事用でメーター20ミリの場合

①８立方メートノレ使用のとき

　準備料金100円十従量料金(25円×8が)

　200円＝300円

②15立方メートノレ使用のとき

　準備料金100円十従量料金(25円×10;;/'＋36円

　X 5;;/')430円＝530円
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分
担
金
制
度
に
つ
い

　
四
月
か
ら
新
ら
し
く
水
道
を
ひ
い
た
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
給

水
管
の
口
径
を
大
き
く
さ
れ
る
か
た
か
ら
分
担
金
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
水
道
を
使
≫
ｒ
＞
人
が
増
加
す
る
に
っ
れ
て
水
道
の
施
設

も
っ
ぎ
っ
ぎ
と
拡
張
整
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ぞ
の
一
部
を

こ
れ
ら
の
か
た
が
た
に
も
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
制
峻

で
、
少
し
で
も
一
般
の
人
の
水
道
料
金
を
軽
く
い
た
し
た
い
と
考

て

え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
分
担
金
は
、
工
事
の
申
込
み
の
と
き
に
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
工
事
費
で
は
あ
り
ま
せ
ん
a

　
分
担
金
は
、
Ｚ
‐
タ
ー
の
上
流
の
給
水
竹
の
大
さ
に
よ
っ
て
ド

の
よ
う
に
段
附
別
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
綸
水
竹
の
太
さ
を
大
き
く
（
増
仔
）
さ
れ
る
場
介
の
分
担

金
は
、
新
口
径
に
対
す
る
分
担
金
か
ら
旧
‐
目
祥
に
対
す
る
分
担
令

を
岨
引
い
た
額
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
。

水
道
の
工
事
は
市
指
定
の
工
事
店
へ

　
水
道
の
新
設
や
改
造
、
修
繕
な
ど
の
工
事
は
、
不
良
工
事
防
削

の
た
め
毎
年
市
が
試
験
を
し
て
合
格
を
し
た
者
（
責
任
技
術
者
）

の
い
る
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
違
反
工
事
や
指
定
工
事
店
以
外
の
人
に
よ
る
ヤ
ミ
エ
事
等
は
罰

則
の
定
め
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　0 －

市指定の工事店

　
な
お
、
水
辺
の
修
翔
で
一
番
多
い
ジ
。
［
の
水
洩
れ
は
、
バ
。
。

キ
ン
を
取
り
蒔
え
る
だ
け
で
簡
県
に
止
ま
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

同
県
な
修
理
は
な
る
べ
く
各
家
咆
で
な
お
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
バ
″
キ
ｙ
は
、
水
道
岫
修
絣
係
、
市
役
所
の
各
１
-
ｙ
所
、
消
防
各

出
張
所
で
無
料
で
ぷ
し
あ
げ
ま
す
の
で
、
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

店　　　　名 町名 電話番号

朝倉ポンプ店

岩　瀬工　務　店

市川ポンプ 店

今　井工　事　店

石田ポンプ店

石武水道工事店

大恵水道工事店

太田建設株式会社

大　田　工務　心

織　田　工　務店

合資会社かじ吉商店

共栄工事㈱岡時出張所

倉鴫ポンプ工事店

佐野水道設備工業

柴田設備工事店

鈴木ポンプ｀店

武田機工昧式会社

巾外設同工業昧式会社

株大会社中部

鳥K']ボンフシ占

古田ポンプ店

深　見鉄　に　叫

山　田　竹　‾し

龍誠建設休式会廿．

東祁殿備工業

畔副］住宅設陥

渡辺設図二r. 栞

深　津　段　陥

手鳥設備研究所

　戸崎町

　大平町

　八帖町

　伊賀町

　六供町

明大寺町

　矢作町

　卜生町

　羽根町

　柚岡町

　毬東町

　才栗町

　井田町

　北野町

　福舶町

　刺日町

　戸崎i

　北野町

　木町通

　藤川町

　鴨用町

　大西町

　美今町

　菅胞町

　斗崎町

　中鳥町

　匯叩町

元能見i")

51―4891

21－0408

21－1879

21－4820

22－0139

52－1641

31-2048

22－1658㈹

51－2838

51－9151

5ト9311㈹

zl－oooz

47-2326

22－7076

31－4089

43- 2151

22－2641㈹

5レー4025

31－5521

21－0933

48－2206

21－3683

2ﾄ2716

　　引6051‾拓208
22－2627

Sl－3838

43－3852

5]－9454

23 -0169

　　給水阿のなさ

一一一　　　　　　　　　－-

　20 ミ｀)ター-I丿ﾚまでのもの

一一一一

　2ドリメート･ﾚのもの

分担金
（l件につき）

35,000円

59,000円

40　　　ク 183,000円

50　　　々 315,000円

　75　　　　々

-‥　　　　一一

100　　　々

-
150　　　レ

　　　　　　　　一一　一一

2m Iリメートレ以上のもの

853,000円

1,744,000円
㎜㎜　-=＝
4.755.000FI

9,969,000円

参考　一般家庭の給水竹の太さは、大体20ミ

　　　リメートノレ以下のものが多く使用され

　　　ています。



6 －
四 ・

５
月
中
乳
幼
児
健
康
相
談

岡
崎
市
衛
生
課

沙
に

･^'･･･－ヽ'。へ｡'･･〃｡･･●〆･｡･－ ･,0八

３
ヵ
月
児
・
６
ヵ
月
児
…
…
健
｀

康
診
断
　
受
付
＝
一
時
～
二
時
｛

そ
の
他
の
方
は
体
重
・
身
長
測
ｙ

定
並
び
に
相
談
の
み
［
育
児
・
］

栄
養
）
受
付
ｄ
午
前
十
時
～
十

一
時
三
十
分

た
だ
し
、
冨
田
病
院
の
受
付
は

午
後
の
み

場　　所　健康相談日 区　　　　域

明大寺本町　　　２日

赤十字センター＝　16日

三島学区

六名学区

南部公会堂　10日 羽根学区

矢作農協会館，MM
矢作南、北、西学区

矢作東学区

母昌乱｡寸卜

（伊賀町石神　　　18日
　元種鶏場跡）　25日

井田学区

根石学区

大樹寺学区

愛宕､広幡学区､常磐地域

大平町辻中公民館 19日 河合地域、男川学区(ａ？)

美合町本間柔道餌　23日 美合、竜ヶ谷、藤川学区

本宿町富田病院 ９日 本宿、山中学区

福岡会館！　12日 福m学区
岩津支所・　26日 II Fy-h-、恵田学区

六ッ美文所1　22日 六ッ美地域

／｀．
へ

.〆●‥
り'･,八。"･･',φ^"',^*｡'￥■･,･へ･'' ･ノ･,･゛￥｀'■へ･'',八,･卜･／' ,･゜り'･.^ゝ * ''｡八。

４月中の保健所業務予定

　　　　　　岡崎保健所

項　目 日 時　間 場　所

ツベノレク

'} -y反応

検査

17巳

午後１時

　　3時

岡崎保健所匠T7 19日
　　　｜

療育相談, 27日

三才児

健康診査
18日

生Uga

分,藤川小学校

　　　｜　~3時|

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
と
飼
養
に
は

　
　
　
　
許
可
が
必
要
で
す

　
野
生
の
鳥
獣
を
捕
獲
、
飼
養

す
る
場
合
に
は
、
知
事
ま
た
は

環
境
庁
長
肖
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
野
鳥
の
う
ち
ヒ
バ
リ
、
マ
ヒ

ワ
、
ウ
ソ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
ウ
グ

イ
ス
、
メ
ジ
ロ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
の

七
種
類
に
つ
い
て
は
知
事
、
そ

の
他
の
野
生
鳥
獣
に
つ
い
て
は

環
境
庁
長
官
が
許
可
し
ま
す
。

　
捕
獲
や
飼
養
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
は
、
満
二
十
才
以
上
の

人
で
、
一
世
帯
に
つ
き
三
羽

　
（
頭
）
以
内
で
す
。

　
な
お
、
四
月
か
ら
七
月
ま
で

は
繁
殖
期
に
な
り
ま
す
か
ら
捕

獲
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
捕
獲
し
た
鳥
獣
を
飼
養
す
る

｛
場
合
は
、
捕
獲
許
可
と
は
別

に
、
飼
養
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可

の
期
間
は
Ｉ
ヶ
年
で
す
が
、
手

続
き
を
す
れ
ば
続
け
て
飼
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

･ヽ'゙ ψり,*ゝ･'り戸｡I'／*
へ.･･･／･I･｀ゝ．｀'･,八I ●''・〆'',･－' '/へ・゛K*"･へ・

　
飼
養
許
可
証
の
交
付
あ
る
い
　
ヽ

は
更
新
の
手
数
料
は
、
一
ヶ
年
　
″

　
一
羽
（
頭
）
　
一
五
〇
円
で
す
。

　
ま
た
他
の
人
か
ら
譲
り
受
け
　
一

る
場
合
に
は
許
可
証
も
共
に
譲
　
一

り
受
け
、
届
け
出
し
て
名
儀
を
　
″

変
更
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
　
ヽ

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
岡

崎
市
明
大
寺
本
町
一
の
四
　
　
　
ｙ

愛
知
県
西
三
河
事
佑
所
林
務
課
　
ぺ

　
（
電
話
　
岡
崎
二
三
―
一
二
Ｉ
　
　
）

　
一
番
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
　
〈

”
．
く
ヽ
ヽ
・
’
／
・
．
・
ヽ
ｉ
‘
・
ｆ
．
１
ヽ
・
・
’
／
〃
．
・
・
Ｉ
・
・
．
・
χ
ヽ
’
・
．
１
．
’
・
・
♂
・
．
・
・
１
・
”
．
ｔ
。
・
・
ノ
’
・
．
ヽ
χ
・

遺
産
の
分
割

　
相
続
人
が
数
人
あ
る
と
き

は
、
桐
続
財
産
は
そ
の
共
有

に
属
し
ま
す
。

　
こ
の
場
合
に
、
こ
れ
を
各

相
続
人
に
分
配
（
単
有
と
す

る
）
す
る
操
作
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

０
　
分
割
の
基
準

　
印
　
各
Ⅲ
続
人
に
と
っ
て

　
　
具
体
的
妥
当
性
に
分
割

　
　
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ

　
　
ち
、
相
続
財
産
と
こ
れ

　
　
を
受
け
る
べ
き
相
続
人

　
　
と
の
関
係
が
考
慮
さ
れ

　
　
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
算

　
　
数
的
に
過
不
足
な
く
分

　
　
配
す
る
と
言
う
こ
と
で

　
　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

　
　
ぱ
都
会
に
住
ひ
サ
ラ
リ

　
　
ー
マ
ン
に
農
地
を
割
り

　
　
当
て
る
こ
と
は
不
当
で

　
　
あ
り
ま
す
。

　
㈲
　
財
産
の
社
会
的
、
経

　
　
済
的
価
値
を
損
な
わ
な

　
　
い
こ
と
を
必
要
と
し
ま

　
　
す
。
す
な
わ
ち
、
遺
産

　
　
で
あ
る
物
ま
た
は
権
利

　
　
の
種
類
、
性
質
、
旧
続

　
　
人
の
職
業
そ
の
他
一
切

　
　
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
な

　
　
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

‐
　
分
割
の
方
法

　
一
田
　
各
相
続
人
の
間
の
協

　
　
議

　
㈲
　
家
庭
裁
判
所
の
審
判

　
　
ま
た
は
調
停

　
Ｘ
　
ｍ
言

　
　
　
被
相
続
人
は
、
遣
言

　
　
で
分
割
の
方
法
を
定
め

　
　
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
こ
の
場
合
に
は
、
協
議

　
　
　
（
審
判
ま
た
は
調
停
）

　
　
に
よ
る
分
割
が
排
除
さ

　
　
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、
被
相
続
人
は
分

　
　
割
の
方
法
を
第
三
者
に

　
　
委
託
し
、
ま
た
相
続
開

　
　
始
の
時
か
ら
五
年
を
越

　
　
え
な
い
期
間
内
で
協
議

　
　
に
よ
る
分
割
を
禁
ず
る

　
　
こ
と
も
で
き
ま
す
。

‥
一
‥
　
分
割
の
効
果

　
　
　
遺
産
の
分
割
は
、
相

　
　
続
開
始
の
時
に
さ
か
の

　
　
ぽ
っ
て
そ
の
効
力
を
生

　
　
じ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

　
　
分
割
に
よ
っ
て
あ
る
相

　
　
続
人
に
帰
属
し
た
財
産

　
　
に
つ
い
て
は
、
相
続
人

　
　
が
被
相
続
人
か
ら
直
接

　
　
に
取
得
し
た
こ
と
に
な

　
　
り
ま
す
。

Q^^'"d
〆●，・､･･／りヽ'%*｀･へ，
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７

-

５
月
中
の
健
康
相
談

　
〈
母
子
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
〉

　
老
人
成
人
健
康
相
談

　
▽
日
時
り
１
日
・
８
日
・
巧

日
・
2
2
日
、
午
後
一
時
？
三
時

　
▽
内
容
･
―
'
川
測
定
、
検
川
、

食
事
・
生
活
の
相
談
〈
2
2
日
〉

は
医
師
の
検
診
、
血
げ
洲
定
、

検
尿
　
妊
産
婦
健
康
相
談

　
▽
日
時
１
２
日
・
９
日
、
午

後
一
時
？
三
時

　
▽
内
容
‥
‐
医
師
の
検
診
、
血

圧
洲
定
、
検
尿
、
食
事
・
生
活

の
相
談

　
母
親
教
室

　
▽
日
時
宍
1
6
日
・
2
3
日
、
～

後
一
時
～
三
時

　
▽
内
容
・
‐
〈
1
6
日
〉
妊
娠
の

生
理
、
術
生
、
唯
後
の
摂
生
、

そ
の
他

　
　
〈
2
3
日
〉
お
産
の
準
備
、
赤

ち
ゃ
ん
の
衣
類
、
保
育
、
入
浴

そ
の
他

　
婦
人
衛
生
相
談

　
▽
日
時
　
1
9
日
、
Ｔ
後
一
時

～
三
時

　
▽
内
容
　
家
族
計
川
、
そ
の

他

　国
民
健
康
保
健
だ
‘

,●゛･^･°゛･･●'卜･'･．ダ●、
"゛'●.へ.●●･〃.●･゜.･－･゜
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人
掃
除
の
期
闘
中
に
は
、
令

国
環
境
術
生
週
間
も
重
　
　
な
り
ま

す
。
こ
の
迦
間
は
、
冬
ご
も
り

の
Ｉ
活
か
ら
存
の
活
勁
期
へ
の

移
り
変
り
の
機
会
に
、
家
の
内

外
を
清
潔
に
整
頓
し
て
、
生
活

環
境
を
美
し
く
し
よ
う
と
す
る

運
動
で
す
。
機
会
が
な
い
と
な

か
な
か
大
掃
除
は
で
き
な
い
も

の
で
す
か
ら
、
こ
の
機
会
に
つ

ぎ
の
要
領
で
、
日
頃
手
の
と
ど

か
な
い
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
一
、
畳
、
敷
物
類
を
日
光
に

　
　
あ
て
た
り
、
屋
敷
衷
な
ど

　
　
如
除
し
て
、
不
用
品
の
整

　
　
理
を
す
る
。

　
二
、
便
所
の
小
窓
、
臭
気
抜

　
　
き
な
ど
に
金
網
を
張
り
、

　
　
ハ
エ
が
入
ら
な
い
よ
う
に

　
　
す
る
。

　
三
、
勝
手
場
、
浴
場
の
排
水

　
　
口
、
溝
の
蓋
、
そ
の
他
ね

　
　
す
み
の
通
路
を
ふ
さ
ぐ
。

　
四
、
下
水
溝
の
不
浄
だ
ま
り

　
　
を
な
く
し
た
り
、
薬
剤
肢

　
　
巾
す
る
な
ど
虫
‥
虫
駆
除
を

　
　
す
る
。

　
。
几
、
空
地
な
ど
の
所
有
者
等

　
　
は
、
除
ヴ
し
た
り
、
川
を
し

て
囲
う
な
ど
汚
物
（
廃
棄

物
）
の
不
法
投
東
の
誘
発

を
防
止

す
る
ｏ

　
な
お

大
掃
除

実
施
に

よ
り
排

出
さ
れ

た
多
ほ

の
廃
棄

物
は
可

燃
物
と

不
燃
物

と
に
仄

分
し
て

つ
ぎ
の

と
お
り

自
１
１
】
搬

入
し
て

く
だ
さ

い
．

∵
呵
燃

物
‐
・
　
一

八
帖
町

の
衛
生

セ
ン
タ

∵
不
燃
物
　
　
占
回
知
和
町

の
不
燃
物
捨
場

大掃除の日割表
実施期間

火milk区・学区
実施川間

実施地区・学区
月日～月日 川日～月日

４月20日~4月23日 六ツ芙地区 ５月１日～ri 月4ロ 岡　崎学区

21日～　24 日 矢　作 ２口～　5 口 羽　坦'■■'

22日～　25 口 奥殿細川学区 3 F!～　6 日 井　田　々

23日～　26 日 岩津恵田　々 4 n～　７日 愛　宕々

24日～　27 日 大樹寺々 13日～　8 日 広　幡　ク

25日～　28 a 常　磐地区 ６目～　９目 連　iて　々

26日～　9^日 河　合ク 7 ﾆ～　ion 六　名　ク

27日～　30日 東　部// ８口～　1団 三　島々

28日～^月1日 福　岡学区 ９ロ～　121:1 梅　園夕

29日～　２日 美　合ク 10:1～　13日 膜　石　ゃ

30日～　３日 男　川ク
‾‾ペペ
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軽自動固定資産税・都市計画税（1期分）

瀧ouo

OりOOりO

Ｉ
％
1
1
4
4
6

Ｉ
、
ｊ

　車税（全期分）の納期限は５月１日です。

　今月は、固定資産税・都市計画税(I 期分・軽自動車税

　（全期分）の納期ですＣ

　お忘れなく５月1 日り納期限までに納付くださるようお願

いいたします。ただし、納税組合へ納付される方は、各納税

組合で決められた収納取扱日に納付してください。

　
蔵
書
の
虫
干
し
等
の
た
め
四

月
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で

休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｉ
曝
書
休
館
（
本
の
虫
干
し
）

　
期
間

　
　
昭
和
四
十
七
年
四
-
ｎ
-
十
・
へ

　
　
Ｈ
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四

　
　
月
二
十
七
日
ま
で

２
定
例
休
館
日
（
月
曜
日
）

　
　
四
月
十
七
目
、
二
十
四
日

３
祝
日

　
　
四
月
二
十
九
日

４
月
末
図
書
整
理
休
館
日

　
　
四
月
二
十
八
‐

よ
り
　
㈲

‐
‐
１
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
　
　
な
お
、
社
会
保
険
へ
加
入

　
ま
す
と
国
民
健
康
保
険
証
　
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の
日
か
ら

　
は
使
え
ま
せ
ん
＝
‐
　
　
　
　
国
保
の
保
険
証
は
使
え
な
く

　
四
月
は
、
就
職
な
ど
の
異
　
な
り
ま
す
。
も
し
国
保
の
保

動
か
多
い
時
期
で
す
。
国
民
　
険
証
で
病
気
の
治
療
を
受
け

健
康
保
険
と
加
入
し
て
い
る
　
ら
れ
ま
す
と
、
保
険
の
給
付

か
た
が
、
会
社
や
工
場
な
ど
　
金
の
精
算
な
ど
で
後
に
な
っ

へ
就
職
し
、
職
場
の
社
会
保
　
て
め
ん
ど
う
な
手
続
き
を
と

険
に
加
入
し
た
り
、
社
会
保
　
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

険
の
加
入
者
の
扶
養
家
族
と
　
お
勤
め
に
な
っ
て
仕
会
保
険

な
っ
た
場
合
に
は
、
い
そ
い
　
保
険
証
が
交
付
さ
れ
る
ま
で

で
国
保
の
脱
退
手
続
き
を
し
　
の
間
に
保
険
証
が
必
要
な
と

て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
き
は
、
勤
め
先
の
保
険
の
係

　
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
　
の
か
た
と
よ
く
連
絡
を
と
っ

と
、
保
険
料
の
払
込
み
な
ど
　
て
か
ら
、
医
師
で
治
療
を
受

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
　
け
て
く
だ
さ
い
。

と
が
あ
り
ま
す
。
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割引販売日を

ご利用ください

‰
Ｉ
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　　　　　　　　　　　　　ｌ
青果物毎月第3土曜日モ

l鶏　肉４月I 0日　ｌ

/-/~四･~｡/~丿-･--
　岡崎市心身障害者福

　祉扶助料条例の一部

　改正記事の訂正にっ

　いて

　　４月1日号、４ペー

ジに掲載しましたう

ち、つぎの簡所を訂正

し、謹しんでお詑びい

たします。

　　　　　記

　扶養料の額と支払い

月のうら

　日額1.000円（xiA）

　月額1.000円（正)

５月中

歯科は歯科医師会館（六供）

- 8 －

無医地区の健康相談

旧談内容　　保健指導、Ifl叫測定、検''J<、乳幼児ll^談、貫血検査、その他

従事者　　保健婦3名

日程は下のとおりです

卜　　　　　時 場　　　　所　｜　区　　　　域

５月10日 午･後１時　～　４時 秦　梨　小学　校 秦　梨　学　区

５月llli Ｔ後１時　～　A時 生　平　小学　校 生．平　学　区

５川2Q 午後１時　～　４時■ 真に町総代宅前 常　ﾂ｢l　学　区

５川川 '|一後１時　～　４時 藤川連絡所｜帳　川　学　区

５川u日 '|･後１時　～　４時 駒立町公民館 恵　田　学　区

り■J2川 午後i時　～　４陪 竜　谷　辿　絹　所 竜　谷　学　区

５月25日 午後１時　～　４時 大柳町公民館 常　磐　東学　区

f)月26目　午後i時　～　４時 大汗野町源光寺 常　對　南　学　区

緊急当直担当時間　　午前８時～翌｢l午前８時

適確にl早めにお知らせするために、休日緊急当直医｢
師は毎J｣15日号に掲幟するように変更しました。　

)

内な

心

小晨

３　　日 ５　　日 ７　　日 1 4　日 2 1　日 2 8　日

柳　八　医院

　　　（材木3）

　電話22－0284番

山　本医院

　　　（井田）

　心話21－0759番

橋本医院

　　　（往）

　電話51－3052番

小　休　医院

　　　(連心3)

　心話2i－1677番

サi-ゥ医院

　　　(鴨田)

　電話21－4341番

岩　蘭　臥院

　　　(臨岡)

電話51-903(3番

岨　井　仄院

　　　缶馮1)

　電謡22--5110番

大　山　医院

　　　(東｢没前)

　電話45－2015番

杉　沁　Ｘ院

　　　(羽根)

電話5トー1735酢

渡　辺　医院

　　　(伝馬2)

　電話22- Q22番

加　藤医眺

　　　(東破前)

　電話45－2054番

兵　す病院

　　　(羽根)

　電話5ト1･l27-?&

片藤胃ML I科

　　　(fi;馬3)

I心話21-0555番

４　嘆　医院

　　　(鴉田)

電話22－2167番

しまだ小児科

　　　(明大寺)

七話51－]411番

後　藤　医院

　　　伝馬d)

　囮話21－4071番

山　下　医院

　　　(井田1)

　心話21－3562番

美合病院

　　　(美合)

電話51―252番

外

科

腿谷川医院

　　(!.il生来)

電話23－1871番

内　川　病院

　　　咬't南)

電話21－5171番

柴　田　医院

　　　(叫大占)

　電話5卜-1938番

共　立病院

　　　(羽根)

　電話51－1427番

岡崎淋病院

　　(羽根)

屯話51－5431番

御合　病院

　　　(美合)

　電話51－2521番

９

科

糾|　谷　医院

　　　(明大寺)･,回乱1－5037番

吉　村　病院

　　　C tl: ）
　屯話5ト-1S95番

片　池　医院

　　　(明大寺)

電話5i－m番

加　藤病」麗

　　　（明大寺）

　電話21-325 冊

内　田　病院

　　　(康生南)

電話21－5171 番

節酒　仄院

　　　(康生南)

電話21-5357番

皮認

松　本医院

　　　(元能見)

　電話2i-6306番

荻　塙　|'A院

　　　箔田)
　電話m－m＼番

大　竹　医院

　　　(明人寺)

　電話22－UA番

杉　涌　|べ院

　　　(美合)

　電話51－1816隋

松　下　医院

　　　(明大寺)

　屯話51－5094詩

椙本　医院

　　　(康生il)

　心話22一3497番

『

鼻科

咬　生病院

　　　(康生.南)

　電話21－1340番

島　旧　病院

　　　（公馬1）

　電話21-一3387番

山　本病院
　　　(辿ni)

　電話21－0359番

中　村医＼>Jc

　　　(六供)

電話22－'MG番

松下　医院

　　　(明大寺)

　電話51－5094番

巾　野　医院

　　　（木町3)

　電話22－0261番

眼

科

南　部医院

　　　(羽根)

　電話51－5334番

岡　田　医院

　　　（八幡1）

電,i,'i21－0134番

高　吋　医院

　　　(康生東)

電話2卜-032G番

小　＼ﾐ医院

　(羽根)

電話51－1279 酢

佐野　医院

　　　（門前1）

電話21－m肪

桐渕　医院

　　　(1,'f 沢)

　電話22一-1291番
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